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８月１７日（金）街の品位を高める 

自分の店舗は、自分の商売のためのものであると同時に、

街の一部をなすものです。これは、その店舗のあり方が、

街の美醜にも大きな影響を与えるということに他なりま

せん。一つの街に好ましい店舗ばかり並んでいれば、その

街は生き生きと活気に満ちたきれいな街になります。街全

体に好ましい環境が生まれます。だから、そうした街を美

化するというか、街の品位を高めるという一段高い見地か

らも、自分の店舗をきれいにしていくことが大事だと思い

ます。それは「社会の役に立つ」という商売の真の使命に

基づく一つの尊い義務とも言えましょう。またそれは同時

に商売の繁栄にも結びつくものだと思うのです。 

 

８月１８日（土）人材を引きぬけば…… 

 職場で、この人はなくてはならない非常に重要な人であ

り、余人にはかえがたいと思っていた人が、ある事情でそ

の仕事を離れました。そこで当然、戦力のダウンが生ずる

であろうと考えていたら、不思議なことにその部なり課の

成績が上がったということがあります。 

 これは、あとを受け継いだ人が大いに力を伸ばし、かえ

ってよい結果を生んでいるということに他なりません。で

すから私は、すぐれた人材を他の部門に起用する必要があ

るというような場合、躊躇せずこれをやるべきだと思うの

です。あえてそれを行なうことが往々にして、人材の育成

に結びつく場合が少なくないということを体験してきた

のです。 

 

８月１９日（日）自由と秩序と繁栄と 

 自由という姿は、人間の本性に適った好もしい姿で、自

由の程度が高ければ高いほど、生活の向上が生み出される

と言えましょう。しかし、自由の反面には、必ず秩序がな

ければならない。秩序のない自由は、単なる放恣にすぎず、

社会生活の真の向上は望めないでしょう。 

 民主主義のもとにあっては、この自由と秩序が必ず求め

られ、しかも両者が日を追って高まっていくところに、進

歩発展というものがあるのだと思います。そして、この自

由と秩序と一見相反するような姿は、実は各人の自主性に

おいて統一されるもので、自主的な態度こそが、自由を放

恣から守り、無秩序を秩序にかえる根本的な力になるのだ

と思います。 

 

８月２０日（月）心を通わす 

 一人ひとりの努力が、部下の人にもまた上長の人にも知

られるということは、何にもまして心嬉しいことだと思い

ます。一つの成果をお互いに味わって、ともに喜び合うこ

とができるということは、私は尊い姿だと思うのです。 

 一つの会社の中でも、北海道にいる人の苦労が九州にい

る人に伝わる。九州にいる人の苦労が北海道の人に伝わり、

打てば響くような形において、全員が結ばれていくという

ように、お互いに心と心を通わしているような状態になっ

ていなければならない。そうなれば願い通りの好ましい成

果が上がり、社会のためにも大衆のためにもなる働きがで

きるであろうと思うのです。 

 

８月２１日（火）カンを養う 

 カンというと、一見非科学的なもののように思われる。

しかしカンが働くことはきわめて大事だと思う。指導者は

直観的に価値判断のできるカンを養わなくてはいけない。 

 それでは、そうしたカンはどうしたら持つことができる

のか。これはやはり経験を重ね、修練をつむ過程で養われ

ていくものだと思う。昔の剣術の名人は相手の動きをカン

で察知し、切っ先三寸で身をかわしたというが、それは、

それこそ血のにじむような修行を続けた結果であろう。そ

のように指導者としても、経験をつむ中で厳しい自己鍛練

によって、真実を直観的に見抜く正しいカンというものを

養っていかなくてはならない。 

 

８月２２日（水）国民を叱る 

 私は総理大臣というものは、新しく就任したならまず国

民を叱らなければならないと思います。今は国民を叱る人

が誰もいません。国民に対してご機嫌をとることはしても、

国民を叱ることはありません。だから国民は甘え、他を頼

るようになる。それが経済の上にも、政治の上にも行き詰

まりが出てきた一つの大きな原因だと思います。かつて、

ケネディ大統領が言ったように、日本の総理大臣も「私は

総理大臣になりましたが、みなさんは私に求めてはいけま

せん。国に対して求めるよりも、国のために何をなすべき

かをお考えいただきたい。そうしないと日本はよくなりま

せん」こういうことを言うべきだと思うのです。 

 

８月２３日（木）強い要望があってこそ 

 あらゆる製品について、それをお買い求めくださるお客

さまの立場に立ち、お客さまの番頭になる気持で、性能、

品質をためし、再吟味してみる。これは工場側においてそ

うであると同時に、これを販売する営業部門においても、

同様の気持で厳格に調査して、もし一点でも不満足なとこ

ろがあれば、工場に返品して再検討を求めるということで

なければならない。 

 こうして、販売に当たる者も、生産にたずさわる者も、

製品の良化を強く要望し、すべて良品にしなければならな

いという要望が強まれば強まるほど、工場における良品生

産も促進されることになり、さらに信念に満ちた製品が提

供されることになるのである。 

 


